


要約:母親が内服していた抗痙攣剤・向精神薬による離脱症候群と診断された症例につい

ての個別調査を基に,これらの新生児に対する評価法の作成を試み、全国 255 施設に対し

て調査を行い、77 症例の回答が得られた。今回は合併症のなかった正期産児 61 例につい

て検討した。その結果、抗痙攣剤内服例では児に中枢神経系の症状が主に見られたのに対

して、向精神薬内服例では消化器系の症状も高頻度に見られることが明らかとなった。人

工換気療法を必要とした児では離脱症候群の症状よりもむしろ depression の症状が主体

をなすことが明らかとなった。これを基にチェクリスト(案)を作成することができ、これ

を用いた客観的な評価がより良い児のケアにつながるものと考えられる。今後、これらの

児の追跡調査も必要である。


